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岡崎国立共同研究機構基礎生物学研究所が 20 周年を迎えられますことを心からお祝い申し上

げます。

貨研究所は，昭和52年に生理学研究所と共に生物科学総合研究機構の下に設置され，その 4 年後

には，分子科学研究所と共に． 3 研究所が一体的に運営される岡崎国立共同研究機構という新しいタ

イプの研究組織として船出されました。

以来今日まで，生命現象の営みの基礎となる諸現象の解明を目的とした研究を進められ，細胞にお

ける物質の変遷の追求，卵の成熟に関する分子生物学的解析， 11:I；発生過程における遺伝子発現制御に

関わる諸因子の解明，さらには，温度，塩などの環境の変化に対して植物が示す生理的変化の解明な

ど，数々の業績を挙げてこられました。基礎生物学研究所の今日の名声を様々な場面でお聞きするに

つけ，その時々で研究所の歴史を刻まれた方々の御苦労と御努力に．心から敬意を表する次第であり

ます。

今日までの発展は，他の 2 研究所と良い意味での競争意識を持ちつつ，一体的運営による協カ・協

調関係をプラスの方向に働かせてこられた歴代所長をはじめとする所員の皆様のたゆみない努力の賜

物であると思っております。

このような新たな試みが開花し飛踊してきた軌跡をたどるとき，我が国の学術行政に係わっている

私共といたしましても，誠に誇らしい思いであります。

生命現象の基礎（lりな事瑣については肌界的に見てもまだ解明されていない研究課題が多く，我が国

においても，重点的推進の必要性を指摘する声が年を追って高まってきています。

打研究所が，基礎生物学分野のセンター・オプ・エクセレンス (COE) として，これらの要請に適

切に応えられ，今後とも輝かしい成果を挙げられますことを切に期待する次第です。
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